
黄
銅
棒
大
手

高
品
質
追
求
、海
外
品
と
差
別
化

製
販
統
合
し
ス
リ
ム
化

票

'

建
築
向
け
を
中
心
に
自
動
車
や
電
子
な
ど
幅

広
い
部
品
に
用
い
ら
れ
る
黄
銅
棒
。
需
要
環
境

が
改
善
す
る
中
、
大
手
の

一
角
を
占
め
る
大
木

伸
銅
工
業

（本
社

。
東
京
都
板
橋
区
）
で
は
品

質
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
推
進
。

併
せ
て
営
業
体
制
の
最
適
化
を
進
め
る
。
今
後

の
戦
略
に
つ
い
て
大
木
宗
治
社
長
に
聞
い
た
。

（古
瀬
　
唯
）

も
し
れ
な
い
。
収
益
は
銅

相
場
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
。
経
常
利
益
は
５
月

ま
で
の
月
次
ベ
ー
ス
で
は

昨
年
の
方
が
好
調
だ

」

―
―
特
に
注
力
し
た
い

製

品
群
や

取
り
組

み

は
。

「
品
質
力
を
よ
り

一
層

高
め
海
外
製
品
と
の
差
別

化
に
注
力
す
る
。
併
せ
て

鉛
レ
ス
や
耐
脱
亜
鉛
黄
銅

棒
な
ど
の
特
殊
品
へ
の
対

応
も
強
化
し
た
い
。
日
本

製
の
黄
銅
棒
を
使
う
と
、

加
エ
メ
ー
カ
ー
は
設
備
の

ト
ラ
ブ
ル
を
抑
え
ら
れ
る

ほ
か
機
械
の
回
転
数
を
上

げ
ら
れ
る
。
安
定
し
た
生

産
に
貢
献
で
き
て
こ
そ
当

社
の
よ
う
な
素
材
メ
ー
カ

ー
の
価
値
は
あ
る
。
真
直

性
を
高
め
る
取
り
組
み
に

は
常

に
力
を
入
れ
て
い

る
。
そ
の
部
分
で
客
先
の

評
価
を
頂
い
て
お
り
当
社

の
生
産
量
は
落
ち
て
い
な

い
。
引
き
続
き
良
い
素
材

を
供
給
し
顧
客
の
競
争
力

を
高
め
た
い
」

―
―
品
質
を
高
め
る
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

「
現
在
、

当
社
の
製
品

構
成
で
は
中

径
以
上
の
棒

が
増
え
て
お

り
、
品
目
の

バ
ラ
ン
ス
が

変
わ

っ
て
き

て
い
る
。
さ
ら
に
品
質
の

要
求
レ
ベ
ル
が
上
が

っ
て

き
た
た
め
、
休
眠
し
て
い

た
棒
の
真
直
度
を
上
げ
る

矯
正
機
を
再
稼
働
さ
せ

た
。
ま
た
コ
ン
バ
イ
ン
ド

マ
シ
ン
の
更
新
も
検
討
し

て
お
り
、
現
在
機
種
を
選

定
中
。
来
年
の
秋
ご
ろ
に

は
稼
働
さ
せ
た
い
。
下
工

程
に
近
い
部
分
で
設
備
を

充
実
さ
せ
れ
ば
検
査
を
合

理
化
で
き
人
的
余
裕
が
出

る
効
果
も
あ
る
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
が
高
ま
る
中

で
省
人
化
に
も
つ
な
が
る

だ
ろ
う
」

―
―
特
殊
品
へ
の
対
応

で
は
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
。

「鋳
造
工
程
で
設
備
を

最
適
化
し
て
い
る
。
特
殊

品
の
製
造
に
用
い
る
縦
型

の
半
連
続
溶
解
鋳
造
炉
１

基
の
電
気
系
統
を
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
、
溶
解
の
速
度

を
高
め
る
。
品
質
が
よ
り

安
定
化
す
る
ほ
か
、
能
力

も
増
え
る
。
こ
の
設
備
投

資
で
研
究
開
発
の
力
も
高

ま
る
だ
ろ
う
。
投
資
金
額

は
約
１
億
２
千
万
円
で
、

秋

口
に
は
完
了
さ

せ
た

い
。
特
殊
品
の
オ
フ
ア
ー

に
も
適
切
に
応
え
ら
れ
る

体
制
が
な
け
れ
ば
今
後
シ

ェ
ア
を
確
保
し
て
い
く
こ

と
は
難
し
く
な
る
」

―
―
営
業
体
制
の
最
適

化
に
つ
い
て
は
進
め
る

施
策
は
。

「
メ
ー
カ
ー
の
大
木
伸

銅
工
業
と
営
業
を
担
当
す

る
大
木
伸
銅
産
業
を
今
年

度
内
に
合
併
し
て
、
来
年

度
に
は

一
本
化
す
る
。
先

だ

っ
て
行
わ
れ
た
株
主
総

会
で
決
め
た
。
大
規
模
な

企
業
だ
と
製
販
を
分
離
す

る
こ
と
で
在
庫
や
収
益
管

理

の
メ
リ

ッ
ト
が
出
る

が
、
２
３
０
人
規
模
の
当

社
で
は
そ
の
必
要
性
が
大

き
く
な
い
と
判
断
し
た
。

１
社
に
統
合
す
る
こ
と
で

体
制
が
ス
リ
ム
化
で
き
コ

ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る
」

―
―
中
長
期
的
な
市
場

の
見
方
や
戦
略
は
。

「
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り

に
広
く
用
い
ら
れ
る
黄
銅

棒
の
市
場
が
今
後
ど
う
な

る
か
は
、
製
造
産
業
に
対

す
る
政
策
次
第
だ
ろ
う
。

高
い
法
人
税
や
電
力
料
金

一

を
見
る
と
１０
年
後
の
見
通

一

し
は
決
し
て
明
る
く
は
な

一

い
。
た
だ
、
黄
銅
棒
は
り

一

―
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
大
き

一

く
減

っ
た
時
か
ら
需
要
が

一

改
善
し
て
い
る
。
ま
た
銅

一

価
が
高
騰
し
た
時
期
に
は

一

ア
ル
ミ
や
樹
脂
に
置
き
換

一

わ
る
懸
念
が
高
ま

っ
た

一

が
、
現
在
も
月
間
約
１
万

一

６
千

ン
ト
の
国
内
生
産
が
あ

一

る
。
こ
れ
は
事
業
を
や

っ
一

て
い
く
に
は
困
ら
な
い
数

一

量
だ
。
当
社
で
は
事
業
が

一

存
続
し
て
い
く
こ
と
に
価

一

値
が
あ
る
と
考

え
て
い

一

“
ｒ
』
“
耐
蝉
”
熱
か
¨

一

て
収
益
を
高
め
る
と
と
も

一

に
、
長
期
的
に
起
き
る
環

一

鶴
は
訛
凍
国
跡
』
妊
”
げ

一

究
開
発
に
さ
ら
に
力
を
入

一

れ
る
」
　
　
　
　
　
　
　
一

―
―
黄
銅
棒
の
市
場
は

改
善
基
調

に
あ

り

ま

す
。

一黄
銅
棒
を
中
心
と
す

一る
当
社
の
１
～
５
月
の
生

一産
数
量
は
１
万
４
千

ン
ト

連
の
ニ
ー
ズ
も
増
え
た
。

さ
ら
に
自
動
車
向
け
も
堅

調
に
推
移
し
て
い
る
。
設

備
能
力
に
は
余
裕
が
あ
る

が
、
人
員
数
を
勘
案
し
た

生
産
能
力
で
は
フ
ル
に
近

い
水
準

に
あ
る
。
上
期

（
１
～
６
月
期
）
の
目
標

は
完
全

に
達
成

で
き
そ

う

一

―
―
目
先
も
堅
調
な
水

準
を
維
持
で
き
そ
う
で

し
ょ
う
か
。

「
目
先
の
状
況
は
不
透

明
感
も
あ
る
が
、
下
期

（
７
～
１２
月
期
）
も
上
期

並
み
の
水
準
に
は
な

っ
て

欲
し
い
。
住
宅
関
連
の
需

要
は
、
急
減
す
る
心
配
は

現
在
の
と
こ
ろ
な
い
。
ま

た
こ
れ
か
ら
は
五
輸
関
連

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
が

プ
ラ
ス
材
料
。
た
だ
下
期

は
足
元
か
ら
さ
ら
に
大
き

く
増
え
る
こ
と
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
ｃ
通
期

（
１

～
・２
月
期
）
の
生
産
量
は

前
期

の
３
万

ン
ト
を
超
え

て
、
３
万
１
千
～
２
千

ン
ト

に
は
な
る
だ
ろ
う
。
工
場

は
人
員
見
合
い
で
高
い
稼

働
率
が
続
く
が
、
今
期
採

用
し
た
若
手
が
戦
力
化
す

れ
ば
、
ゆ
と
り
が
出
る
か


